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◎ 大竹敦子 〇  生田充生
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鈴⽊みのり 山中謙治

◎小池友妃子 議⻑ 林田 要
◎ 石川輝彦 ◎  生田綱夫
◎ 神谷 悟 沓名 宏

杉浦文俊 〇  磯貝忠道
〇 岩月ひろし

杉浦哲也
◎ 祢宜田拓治
監査 新美交陽

碧南市議会の会派構成（2021.5.18現）◎委員⻑〇副委員⻑

想
政
会

(

6
人

）

志
政
会

（4
人

）

碧
政
会

（3
人
）

自
⺠
党
系
会
派

（1
3
人
）

日本共産党
(2人）
公明党
(2人）

みらいクラ
ブ(2人）

市⺠クラブ
(3人）

役
職
ね
ら
い
の
会
派
再
編

５
月
18
日
、
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
今
後
1
年
間

の
役
職
人
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
自

民
党
系
議
員
13
人
は
、
会
派
を
再
編
成
し
３
会
派
に

分
か
れ
て

「会
派
は
違

っ
て
も
13
人
は

一
緒
」
と
自

民
党
系
独
裁
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ

ュ
し
ま
し
た
。

公
正
な
市
政
は
公
正
な
議
会
か
ら

正
副
議
長
の
選
挙
結
果
は
、
13
人
が
押
す
自
民
党

系
で
独
占
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
監
査
委
員
も
、
水
面

下
で
市
当
局
に
新
美
交
陽
議
員
を
推
薦
し
通
し
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
は

「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
め

ぐ
っ
て
行
政
の
不
公
正
が
批
判
さ
れ
て
い
る
中
、
行

政
の
テ
ェ
ッ
ク
役
の
議
会
こ
そ
公
正
で
民
主
的
な
役

職
選
出
を
す
べ
き
。
ま
た
議
長
職
の
直
後
に
監
査
役

で
は
個
人
の
役
職
独
占
と
し
て
公
平
を
欠
く
」
と
監

査
委
員
の
同
意
に
反
対
し
ま
し
た
。

議
長
選
挙
の
結
果

当

林
田

要

13
票

白
紙

５
票

山
口
は
る
み

２
票

大
竹
敦
子

２
票

副
議
長
選
挙
の
結
果

当

鈴
木
良
和

13
票

白
紙

５
票

岡
本
守
正

２
票

加
藤
厚
雄

２
票

日
本
共
産
党
の
役
職

市
民
の
み
な
さ
ん
と
力
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す

山
口
は
る
み
議
員

●
経
済
建
設

副
委
員
長

●
議
会
運
営
委
員
会
委
員

●
議
会
基
本
条
例
推
進
特
別
委
員
会
委
員

●
議
会
報
発
行
編
集

副
委
員
長

岡
本

守
正
議
員

●
福
祉
健
康
委
員
会
委
員

●
衣
浦
衛
生
組
合
議
会
議
員

●
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
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日本共産党生活相談所
山口はるみ 電話 42-8940 FAX 41-9904
岡本 守正 電話 41-5357 FAX 46-1595
磯貝 明彦 電話・FAX 48-2718

５月臨時議会 議会役職人事 国でも市でも数で横暴

13人の自民党系会派が３役独占

都市計画審議会委員６名⇒２人役職者に

議会力否定の削減強行
新美交陽議長は、任期最後の「置き土産」として都市計画審議会

の議会選出枠の８人を削減、副議長と経済建設委員長の充て職にす

ると提案。日本共産党以外の会派代表者によって強行しました。日

本共産党は議会自ら、議員の参与を減らすことは議会と議員の軽視

以外の何物でもないと削減に反対しました。都市計画審議会では西

端地域の工業用地や、山下町の宅地化などまちづくりの根幹となる

重要な案件が論議されます。

日本共産党は山下町の宅地化は多摩川決壊をドラマ化した「岸辺

のアルバム」の碧南版となると指摘。計画見直しになりました。市

民の願いを積極的に各会議に届けることこそ、議会と議員の重要な

役割ではないでしょうか。

碧
南
市
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
、
順
調
で
す

新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
混
乱
ぶ
り
が
全

国
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

６
月
13
日
告
示
20
日
投
票
で
市
会
議
員
選
挙
と

市
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
西
尾
市
で
は
、
ス
ギ
薬
局

社
長
夫
妻
に
市
副
市
長
が
便
宜
を
図
ろ
う
と
し
て

い
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
市
民
の
怒
り
が
爆
発
し
て

い
ま
す
。

65
歳
以
上
に

一
斉
に
接
種
券
届
く

碧
南
市
は
、
65
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象

者
に
５
月
７
日
に

一
斉
に
接
種
券
が
届
く
よ
う
に

発
送
。
不
公
平
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
病
院
30
年
と

街
の
お
医
者
さ
ん
と
の
連
携

碧
南
市
は
、
市
民
病
院
の
開
設
か
ら
30
年
間
市

内
の
医
師
会
、
町
の
お
医
者
さ
ん
と
連
携
し
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
医
院
の
協
力
の
も
と
、
か
か

り
つ
け
医
優
先
で
、
予
約
で
き
て
い
ま
す
。
医
院

の
中
に
は
３
月
ご
ろ
か
ら
、
受
診
者
に
仮
予
約
を

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

一
部
入
院
施

設
を
持
つ
病
院
で
は
予
約
の
順
番
待
ち
の
行
列
が

で
き
ま
し
た
が
他
の
町
医
者
さ
ん
で
は
、
ワ
ク
チ

ン
が
入
荷
し
だ
い
正
式
な
予
約
と
し
て
医
院
か
ら

電
話
連
絡
が
入
り
ま
す
。

予
約
が
取
れ
て
安
心

市
民
か
ら
は

「接
種
の
日
時
が
決
ま
る
と
本
当

に
安
心
で
き
る
。
電
話
が
か
か
ら
な
い
、
ネ
ッ
ト

で
で
き
な
い
な
ど
テ
レ
ビ
で
見
る
他
市
の
混
乱
が

無
く
て
助
か
り
ま
す
」
と
喜
び
の
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
す
。
集
団
接
種
の
よ
う
に
、
医
師

・
看
護
師
・

援
助
者
な
ど
の
確
保
も
し
な
い
の
で
費
用
も
か
か

り
ま
せ
ん
。
浮
い
た
お
金
を
医
師

・
看
護
師
さ
ん

へ
の
支
援
に
回
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。



６
８
０
０
人
が
視
聴

来
た
る
総
選
挙
で
の
政
権
交
代
実
現
、
日
本
共
産

党
の
躍
進
に
向
け
て
日
本
共
産
党
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
は

１
５
日
、
山
下
芳
生
副
委
員
長
を
弁
士
に
迎
え
、
オ

ン
ラ
イ
ン
演
説
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
山
下
氏
は
、
「比

例
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

（定
数
21
）
の
躍
進
が
全
国
の
躍

進
を
切
り
開
く
。
４
県
の
力
を

一
つ
に
集
め
、
96
万

票
を
獲
得
し
２
議
席
の
絶
対
実
現
、
３
議
席
を
め
ざ

そ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

演
説
会
は
、
２
６
０
０
カ
所
以
上
の
視
聴
会
場
で

６
８
０
０
人
以
上
が
視
聴
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
、
病
床
削
減
、
75
歳

以
上
２
割
負
担
に
怒
り

山
下
氏
は
、
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
大
規
模
検

査
、
十
分
な
補
償
を
行
わ
ず
、
「感
染
拡
大
の
波
が
繰

り
返
さ
れ
る
」
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
菅
政
権
を
批

判
。
高
齢
者
医
療
費
２
倍
化
や
病
床
削
減
、
五
輪
開

催
な
ど
あ
べ
こ
べ
の
政
策
に
固
執
し
、
コ
ロ
ナ
か
ら

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
抜
く
覚
悟
が
な
い
政
治

に
退
場
を
求
め
る
国
民
の
声
が
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
と

強
調
し
ま
し
た
。

３
国
政
選
挙
勝
利
で
野
党
共
闘
の
希
望
が

４
月
の
３
国
政
選
挙
で
は
、
市
民
と
野
党
が
共
闘
す
れ

ば
政
治
を
変
え
ら
れ
る
こ
と
が

「劇
的
に
示
さ
れ
た
」
と

述
べ
、
共
闘
の
力
で
菅
自
公
政
権
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
訴

え
ま
し
た
。

新
し
い
日
本
へ
五
つ
の
提
案

ま
た
、
山
下
氏
は
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
て
新
し
い

日
本
を
つ
く
る
党
の

「五
つ
の
提
案
」
を
丁
寧
に
紹
介
。

１
９
歳
で
入
党
し
た
自
ら
の
経
験
や
党
名
に
込
め
ら
れ
た

未
来
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
り
、
国
民
の
苦
難
軽
減
に

尽
力
す
る
草
の
根
の
党
の
仲
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

学
徒
動
員
と
祖
母
の
話
に
涙

演
説
会
を
視
聴
し
た
人
は

「山
下
さ
ん
が
、
先
の
戦

争
で
学
徒
動
員
で
亡
く
な
っ
た
人
の

『
聞
け
わ
だ
つ
み

の
声
』
を
引
用
し
、
共
産
党
が
戦
争
に
命
が
け
で
反
対

し
た
こ
と
。
祖
母
か
ら

『
人
の
た
め
に
な
れ
。
共
産
党

に
は
な
る
な
』
と
言
わ
れ
た
が
、
学
費
引
上
げ
反
対
の

運
動
で
共
産
党
に
入
っ
た
。
墓
前
で
人
の
た
め
に
な
る

生
き
方
を
報
告
し
て
い
る
」
の
話
に
涙
し
て
聞
き
入
り

ま
し
た
。

「比
例
で
共
産
党
を
の
ば
し
て
」も
と
む
ら
氏

も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で

逼
迫

（ひ
っ
ぱ
く
）
す
る
医
療
現
場
や
保
健
所
職
員
の

声
を
聞
き
、
国
会
で
追
及
し
、
保
健
師
の
拡
充
に
つ
な

げ
た
経
験
を
語
り
、
「引
き
続
き
、
命
、
暮
ら
し
を
守
る

基
盤
を
強
化
さ
せ
て
い
く
た
め
に
全
力
を
挙
げ
る
」
と

訴
え
ま
し
た
。

困
窮
す
る
学
生
な
ど

へ
の
支
援
に
背
を
向
け
、
高
齢

者
医
療
費
２
倍
化
法
案
強
行
な
ど
の
悪
法
を
推
進
す
る

菅
政
権
を
批
判
。
自
民
党
の
改
憲
４
項
目
、
「戦
争
す
る

国
づ
く
り
」
を
絶
対
に
許
さ
な
い
た
め
に
も
比
例
で
日

本
共
産
党
を
伸
ば
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
演
説
会
を
見
て
く
だ
さ
い
。
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日本共産党碧南市委員会

市議会議員 市議会議員 市民運動部長

山口はるみ 岡本守正 磯貝明彦
☎42-8940 ☎41-5357 ☎48-2718
三度山町 2-70-4 笹山町 6-29 若松町 3-253

戦争法廃止
改憲許すな19行動
５月19日（水曜日）

午前11時～12時 ヤマナカ前にて

日本共産党碧南市会

議員団のホームペー

ジを新しくしました。

ごらんください。

新
し
い
日
本
を
つ
く
る
五
つ
の
提
案

○
新
自
由
主
義
か
ら
転
換
し
格
差
を
正
し
暮
ら

し
家
計
応
援
第

一
の
政
治

○
憲
法
を
守
り
、
立
憲
主
義

・
民
主
主
義

・
平

和
主
義
を
回
復
す
る

○
覇
権
主
義

へ
の
従
属

・
屈
服
外
交
か
ら
抜
け

出
し
、
自
主

・
自
立
の
平
和
外
交
に
転
換

○
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
を
止
め
、
自
然
と
共

生
す
る
経
済
社
会
を
つ
く
る

○
ジ

エ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
、
多
様
性
を

大
切
に
し
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
政
治

比例東海予定候補
しまづ幸広 ＝前衆院議員

もとむら伸子＝衆院議員
長内 史子 ＝32歳

東海４県の力一つに比例２議席実現を
オンライン演説会 山下副委員長が訴え

（写真）オンライン演説会で訴える山下副委員長

日本共産党のホームページから何時でも視聴できます。


